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(57)【要約】
　第１の表面エネルギーを有する第１の区域と、第１の
表面エネルギーとは異なる第２の表面エネルギーを有す
る第２の区域とを含む、有機組成物のための閉じ込め構
造、およびその製造方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固有の第１の表面エネルギーを有する第１の区域と、前記第１の表面エネルギーとは異
なる固有の第２の表面エネルギーを有する第２の区域とを有することを特徴とする閉じ込
め構造。
【請求項２】
　前記区域が別個の層に対応していることを特徴とする請求項１に記載の閉じ込め構造。
【請求項３】
　前記層のそれぞれがフォトレジストを含むことを特徴とする請求項２に記載の閉じ込め
構造。
【請求項４】
　前記層の少なくとも１つが添加剤を含むことを特徴とする請求項３に記載の閉じ込め構
造。
【請求項５】
　前記添加剤が、界面活性剤、フルオロ界面活性剤、シリコーン類、およびシロキサン類
からなる群より選択されることを特徴とする請求項４に記載の閉じ込め構造。
【請求項６】
　前記区域のそれぞれの表面エネルギーが少なくとも１０ダイン／ｃｍだけ異なることを
特徴とする請求項１に記載の閉じ込め構造。
【請求項７】
　前記閉じ込め構造の底部を画定するための基体をさらに含み、前記第１の区域が前記基
体に隣接していることを特徴とする請求項１に記載の閉じ込め構造。
【請求項８】
　前記基体が、インジウムスズ酸化物がコーティングされたガラスから形成されているこ
とを特徴とする請求項７に記載の閉じ込め構造。
【請求項９】
　前記区域が別個の層に対応しており、前記基体の上に第１の層が堆積され、前記第１の
層の上に第２の層が堆積されることを特徴とする請求項７に記載の閉じ込め構造。
【請求項１０】
　コーティング、露光、現像、焼き付け、および硬化によって前記基体上に前記第１の層
が堆積され、コーティング、露光、現像、焼き付け、および硬化によって前記第１の層の
上に前記第２の層が堆積されることを特徴とする請求項９に記載の閉じ込め構造。
【請求項１１】
　レジストコーティングによって前記基体上に前記第１の層が堆積され、レジストコーテ
ィングによって前記第１の層の上に前記第２の層が堆積されることを特徴とする請求項９
に記載の閉じ込め構造。
【請求項１２】
　前記基体および前記第１の区域の表面エネルギーの合計が、前記第２の区域の表面エネ
ルギーとは異なることを特徴とする請求項７に記載の閉じ込め構造。
【請求項１３】
　前記基体および前記第１の区域の表面エネルギーの合計が、前記第２の区域の表面エネ
ルギーよりも大きいことを特徴とする請求項１２に記載の閉じ込め構造。
【請求項１４】
　前記第１の区域の表面エネルギーが、前記第２の区域の表面エネルギーよりも大きいこ
とを特徴とする請求項１２に記載の閉じ込め構造。
【請求項１５】
　第１の表面エネルギーを有するフォトレジストおよび添加剤の第１の配合物を選択する
ステップと；
　前記第１の表面エネルギーとは異なる第２の表面エネルギーを有するフォトレジストお
よび添加剤の第２の配合物を選択するステップと；



(3) JP 2008-527693 A 2008.7.24

10

20

30

40

50

　前記第１の配合物を基体上に堆積して第１の区域を形成するステップと；
　前記第２の配合物を前記第１の配合物の上に堆積して第２の区域を形成するステップと
を含むことを特徴とする、閉じ込め構造の形成方法。
【請求項１６】
　前記添加剤が表面改質剤であることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　コーティング、露光、現像、焼き付け、および硬化によって前記基体上に前記第１の配
合物が堆積され、コーティング、露光、現像、焼き付け、および硬化によって前記第１の
層の上に前記第２の配合物が堆積されることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　レジストコーティングによって前記配合物の両方が前記基体上に堆積されることを特徴
とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　請求項１に記載の閉じ込め構造を含むことを特徴とする有機電子デバイス。
【請求項２０】
　請求項１に記載の閉じ込め構造を含むことを特徴とする、有機電子デバイスの製造に有
用な物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、有機電子デバイス中に見られるような閉じ込め構造、ならびにそれ
を製造するための材料および方法に関する。
【０００２】
　　（関連出願の相互参照）
　本出願は、２００４年１２月３０日に出願された米国仮特許出願第６０／６４０，４９
２号明細書および２００５年６月２８日に出願された米国仮特許出願第６０／６９４，９
００号明細書に対する利益を主張し、これらそれぞれの開示はそれらの記載内容全体が本
明細書に援用される。
【背景技術】
【０００３】
　有機電子デバイスなどのデバイスの製造中、液体有機組成物１つまたは複数の層を、デ
バイスのあらかじめ決定された領域内に適用することが必要となる場合がある。解決法の
１つは、あらかじめ決定された領域から液体が離れるのを防止するために、閉じ込め手段
を使用することである。壁と呼ばれることが多い閉じ込め構造は、この目的で使用される
ことが多いが、従来の閉じ込め構造は、クリープやその他の表面減少などのある種の不具
合を有していた。たとえば、表面処理が使用されない従来の使用においては、通常、有機
組成物が閉じ込め構造の表面を濡らし、そのため層の最終厚さが不均一となり望ましくな
い。逆に、閉じ込め構造が非濡れ性にされている従来の使用においては、液体が閉じ込め
構造を濡らさず、その液体の粘度が低い場合にも、同様に層の最終厚さが不均一となり望
ましくない。
【０００４】
　したがって、改善された閉じ込め構造が必要とされている。
【０００５】
【特許文献１】国際公開第０２／０２７１４号パンフレット
【特許文献２】米国特許出願公開第２００１／００１９７８２号明細書
【特許文献３】欧州特許第１１９１６１２号明細書
【特許文献４】国際公開第０２／１５６４５号パンフレット
【特許文献５】欧州特許第１１９１６１４号明細書
【特許文献６】米国特許第６，３０３，２３８号明細書
【特許文献７】国際公開第００／７０６５５号パンフレット
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【特許文献８】国際公開第０１／４１５１２号パンフレット
【非特許文献１】「可溶性伝導性ポリマーから製造される可撓性発光ダイオード」（Ｆｌ
ｅｘｉｂｌｅ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ　Ｍａｄｅ　Ｆｒｏｍ　Ｓ
ｏｌｕｂｌｅ　Ｃｏｎｄｕｃｔｉｎｇ　Ｐｏｌｙｍｅｒ），Ｎａｔｕｒｅ，Ｖｏｌ．３５
７，ｐｐ４７７－４７９（１１　Ｊｕｎｅ　１９９２）
【非特許文献２】Ｙ．ワン（Ｗａｎｇ）による、カーク・オスマー工業化学百科事典第４
版（Ｋｉｒｋ　Ｏｔｈｍｅｒ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔ
ｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｆｏｕｒｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ），Ｖｏｌ．１８、ｐ．　８３７　
８６０、１９９６
【非特許文献３】ブラッドリー（Ｂｒａｄｌｅｙ）ら，Ｓｙｎｔｈ．Ｍｅｔ．（２００１
），１１６（１－３），３７９－３８３
【非特許文献４】キャンベル（Ｃａｍｐｂｅｌｌ）ら，Ｐｈｙｓ．Ｒｅｖ．Ｂ，Ｖｏｌ．
６５　０８５２１０
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態においては、本発明は、固有の第１の表面エネルギーを有する第１の区域と
、第１の表面エネルギーとは異なる固有の第２の表面エネルギーを有する第２の区域とを
有する閉じ込め構造、およびその製造方法を含んでいる。
【０００７】
　以上の全体的説明および以下の詳細な説明は、単に例および説明であり、添付の特許請
求の範囲によって規定される本発明を限定するものではない。
【０００８】
　本明細書において提示される概念をより理解しやすくするために、添付の図面に実施形
態を示している。
【０００９】
　図面は例として提供しており、本発明を限定することを意図するものではない。当業者
であれば理解できるように、図面中の物体は、単純および明確にするために示されており
、必ずしも一定の縮尺で描かれているわけではない。たとえば、図面中の一部の物体の寸
法は、実施形態を理解しやすくするために、他の物体に対して誇張されている場合がある
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　一実施形態においては、本発明は、固有の第１の表面エネルギーを有する第１の区域と
、第１の表面エネルギーとは異なる固有の第２の表面エネルギーを有する第２の区域とを
有する閉じ込め構造閉じ込め構造を含んでいる。
【００１１】
　図１を参照すると、断面で示されている閉じ込め構造１０は、概して、基体１２上に液
体を実質的に保持することができる領域を画定している。一実施形態においては、この液
体は有機組成物である。一実施形態においては、この液体は有機電子デバイスの製造に使
用される。
【００１２】
　基体１２は、閉じ込め構造１０の底部として機能する。液体が漏れるのを実質的に防止
するのであれば、基体１２は一時的なものであっても、永続的なものであってもよい。一
実施形態においては、基体１２は永続的である。一実施形態においては、基体１２は、電
子有機デバイスからの層である。一実施形態においては、基体１２は、インジウムスズ酸
化物（ＩＴＯ）がコーティングされたガラス基体である。
【００１３】
　液体を実質的に保持することができる領域は、あらかじめ決定されており、この領域は
、閉じ込め構造１０によって画定されるあらゆる所望の形状であってよい。
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【００１４】
　第１の区域１４および第２の区域１６は、閉じ込め構造１０内に含まれている。各区域
は、特徴的な表面エネルギーを有し、これらの表面エネルギーは同一ではない。一実施形
態においては、これらの表面エネルギーは少なくとも１０ダイン／ｃｍだけ異なる。一実
施形態においては、それぞれの底部区域は、より高い表面エネルギーを有する。
【００１５】
　第１の区域１４および第２の区域１６は、それぞれが１８および２０の慎重な（ｄｉｓ
ｃｒｅｅｔ）層であってよい。一実施形態においては、これらの層は、後述するようなフ
ォトレジストおよび添加剤を含んでいる。これらの層は、層を抜け出たそれぞれの区域の
表面エネルギーの作用を受けると理解され、言い換えると、表面エネルギーは固有のもの
である。このことは、ステップ数および工程時間が減少するため、下にある層に、異なる
区域を形成するために後にフッ素化などのコーティングが行われる場合よりも改善される
。
【００１６】
　ある実施形態では、あらゆる数の追加の（第３、第４、第５などの）区域が意図され、
これらの区域のいずれかは、第１の区域１４または第２の区域１６と同じ表面エネルギー
を有することができ、第１の区域１４および第２の区域１６の表面エネルギーが異なるこ
とのみが必要条件となることを理解されたい。
【００１７】
　図１および２の両方を参照すると、第１の区域１４および第２の区域１６を形成する層
によって形成された閉じ込め構造１０の側面は、第１の区域１４および第２の区域１６の
それぞれの角度の平均である全体角度θを有することが分かる。全体角度θは、３５度～
１４５度の範囲内のあらゆる数であってよく、６０度～１２０度および７５度～１０５度
などの、その範囲内のあらゆる組み合わせおよび下位の組み合わせを含むことができる。
第１の区域１４および第２の区域１６の個別の角度は、異なる場合もあるし（図１参照）
、同じ場合もある（図２参照）。
【００１８】
　一実施形態においては、閉じ込め構造１０の形成方法は、第１の表面エネルギーを有す
るフォトレジストおよび添加剤の第１の配合物を選択するステップと、第１の表面エネル
ギーとは異なる第２の表面エネルギーを有するフォトレジストおよび添加剤の第２の配合
物を選択するステップとを含む。一実施形態においては、第１の配合物を基体上に堆積し
て、特徴的な表面エネルギーを有する閉じ込め構造の第１の部分を形成する。第２の表面
エネルギーを有するフォトレジストおよび添加剤の第２の配合物を、第１の配合物の上に
堆積して、閉じ込め構造の第２の部分を形成する。特定の表面エネルギーを実現するため
に、加工前にフォトレジスト中に添加剤を混入することができる。添加剤としては、界面
活性剤、フルオロ界面活性剤、シリコーン類、シロキサン類、またはその他の表面改質剤
が挙げられる。フォトレジスト／添加剤配合物の濡れ特性は、既知であるか、または日常
的な実験によって容易に決定できるかのいずれかである。
【００１９】
　別の実施形態においては、閉じ込め構造１０の形成方法は、閉じ込め構造を形成するス
テップと、続いて、異なる表面エネルギーを有する別々の区域を形成するために、閉じ込
め構造の一部のみを処理するステップとを含む。一実施形態においては、プラズマ（たと
えば、ＣＦ4）を介したフッ素化、または閉じ込め構造の壁への非濡れ性材料の印刷など
によって、濡れを防止する表面処理を行うことができる。
【００２０】
　閉じ込め構造の多数の他の構成も考慮される。
【００２１】
　以上に多くの態様および実施形態を説明してきたが、これらは単に例であり非限定的な
ものである。本明細書を読めば、当業者には、本発明の範囲から逸脱しない他の態様およ
び実施形態が可能であることが分かるであろう。
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【００２２】
　　（デバイス）
　図３を参照すると、代表的な有機電子デバイス１００が示されている。デバイス１００
は基体１０５を含む。基体１０５は、剛性または可撓性であってよく、たとえば、ガラス
、セラミック、金属、またはプラスチックであってよい。電圧が印加されると、発せられ
た光は基体１０５を通して見ることができる。
【００２３】
　基体１０５の上には、第１の電気接触層１１０が堆積される。説明のため、層１１０は
アノード層である。アノード層は線として堆積することができる。アノードは、たとえば
、金属、混合金属、合金、金属酸化物、または混合金属酸化物を含有するまたは含む材料
でできていてよい。アノードは、伝導性のポリマー、ポリマーブレンド、またはポリマー
混合物を含むことができる。好適な金属としては、１１族金属、４族、５族、および６族
の金属、ならびに８族、１０族の遷移金属が挙げられる。アノードが光透過性である場合
、インジウムスズ酸化物などの１２族、１３族、および１４族金属の混合金属酸化物が一
般に使用される。アノードは、有機材料を含むこともでき、特に、（非特許文献１）に記
載される代表的材料などの、ポリアニリンなどの伝導性ポリマーを含むことができる。ア
ノードおよびカソードの少なくとも１つは、発生した光を観察できるようにするため、少
なくとも部分的に透明であるべきである。
【００２４】
　場合により、ホール輸送材料などの緩衝層１２０を、アノード層１１０の上に堆積する
ことができ、このホール輸送材料は「ホール注入接触層」と呼ばれることもある。層１２
０としての使用に適したホール輸送材料の例は、たとえば、（非特許文献２）にまとめら
れている。ホール輸送「小」分子とオリゴマーおよびポリマーと両方を使用することがで
きる。ホール輸送分子としては：Ｎ，Ｎ’ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェ
ニル）－［１，１’－ビフェニル］－４，４’－ジアミン（ＴＰＤ）、１，１ビス［（ジ
－４－トリルアミノ）フェニル］シクロヘキサン（ＴＡＰＣ）、Ｎ，Ｎ’ビス（４－メチ
ルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ビス（４－エチルフェニル）－［１，１’－（３，３’－ジメ
チル）ビフェニル］－４，４’－ジアミン（ＥＴＰＤ）、テトラキス（３－メチルフェニ
ル）－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－２，５－フェニレンジアミン（ＰＤＡ）、ａ－フェニル４－
Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノスチレン（ＴＰＳ）、ｐ（ジエチルアミノ）ベンズアルデヒド
ジフェニルヒドラゾン（ＤＥＨ）、トリフェニルアミン（ＴＰＡ）、ビス［４（Ｎ，Ｎ－
ジエチルアミノ）－２－メチルフェニル］（４－メチルフェニル）メタン（ＭＰＭＰ）、
１フェニル－３－［ｐ－（ジエチルアミノ）スチリル］－５－［ｐ－（ジエチルアミノ）
フェニル］ピラゾリン（ＰＰＲまたはＤＥＡＳＰ）、１，２ｔｒａｎｓ－ビス（９Ｈ－カ
ルバゾール－９－イル）シクロブタン（ＤＣＺＢ）、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’テトラキス（４
－メチルフェニル）－（１，１’－ビフェニル）－４，４’－ジアミン（ＴＴＢ）、およ
び銅フタロシアニンなどのポルフィリン系化合物が挙げられるが、これらに限定されるも
のではない。有用なホール輸送ポリマーとしては、ポリビニルカルバゾール、（フェニル
メチル）ポリシラン、およびポリアニリンが挙げられるが、これらに限定されるものでは
ない。伝導性ポリマーは、有用な種類の１つである。前述のようなホール輸送部分を、ポ
リスチレンおよびポリカーボネートなどのポリマー中にドープすることによって、ホール
輸送ポリマーを得ることもできる。
【００２５】
　有機層１３０は、緩衝層１２０が存在する場合にはその上に堆積することができるし、
第１の電気接触層１１０の上に堆積することもできる。ある実施形態においては、有機層
１３０は、種々の成分を含む多数の別個の層であってよい。デバイスの用途に依存するが
、有機層１３０は、電圧を適用することによって励起する発光層（発光ダイオードまたは
発光電気化学セル中など）、あるいは放射エネルギーに応答し、バイアス電圧を使用しま
たは使用せずに信号を発生する材料の層（光検出器中など）であってよい。
【００２６】
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　デバイス中の他の層は、そのような層が果たすべき機能を考慮することによってそのよ
うな層に有用であることが知られているあらゆる材料でできていてよい。
【００２７】
　あらゆる有機エレクトロルミネッセンス（「ＥＬ」）材料を、光活性材料（たとえば、
層１３０中）として使用することができる。このような材料としては、蛍光染料、小分子
有機蛍光化合物、蛍光性およびリン光性の金属錯体、共役ポリマー、ならびにそれらの混
合物が挙げられるが、これらに限定されるものではない。蛍光染料の例としては、ピレン
、ペリレン、ルブレン、それらの誘導体、およびそれらの混合物が挙げられるが、これら
に限定されるものではない。金属錯体の例としては、トリス（８－ヒドロキシキノラト）
アルミニウム（Ａｌｑ３）などの金属キレート化オキシノイド化合物；ペトロフ（Ｐｅｔ
ｒｏｖ）らの（特許文献１）に開示されるようなフェニルピリジン、フェニルキノリン、
またはフェニルピリミジンの配位子を有するイリジウム錯体などの、シクロメタレート化
されたイリジウムおよび白金のエレクトロルミネッセンス化合物、ならびに、たとえば、
米国特許公報（特許文献２）、（特許文献３）、（特許文献４）、および（特許文献５）
に記載されるような有機金属錯体；ならびにそれらの混合物が挙げられるが、これらに限
定されるものではない。電荷キャリアホスト材料と金属錯体とを含むエレクトロルミネッ
センス発光層が、トンプソン（Ｔｈｏｍｐｓｏｎ）らにより米国特許公報（特許文献６）
に、ならびにバローズ（Ｂｕｒｒｏｗｓ）およびトンプソン（Ｔｈｏｍｐｓｏｎ）により
（特許文献７）および（特許文献８）に記載されている。共役ポリマーの例としては、ポ
リ（フェニレンビニレン）、ポリフルオレン、ポリ（スピロビフルオレン）、ポリチオフ
ェン、ポリ（ｐ－フェニレン）、それらのコポリマー、およびそれらの混合物が挙げられ
るが、これらに限定されるものではない。
【００２８】
　本発明のデバイスの一実施形態においては、光活性材料が有機金属錯体であってよい。
別の実施形態においては、光活性材料が、イリジウムまたは白金のシクロメタレート化錯
体である。他の有用な光活性材料を使用することもできる。フェニルピリジン、フェニル
キノリン、またはフェニルピリミジンの配位子を有するイリジウム錯体が、エレクトロル
ミネッセンス化合物としてペトロフ（Ｐｅｔｒｏｖ）らの（特許文献１）に開示されてい
る。他の有機金属錯体が、たとえば、米国特許公報（特許文献２）、（特許文献３）、（
特許文献４）、および（特許文献５）に記載されている。イリジウムの金属錯体でドープ
したポリビニルカルバゾール（ＰＶＫ）の活性層を有するエレクトロルミネッセンスデバ
イスが、バローズ（Ｂｕｒｒｏｗｓ）およびトンプソン（Ｔｈｏｍｐｓｏｎ）により（特
許文献７）および（特許文献８）に記載されている。電荷キャリアホスト材料とリン光性
白金錯体とを含むエレクトロルミネッセンス発光層が、米国特許公報トンプソン（Ｔｈｏ
ｍｐｓｏｎ）らにより（特許文献６）、（非特許文献３）、および（非特許文献４）に記
載されている。
【００２９】
　有機層１３０の上には、第２の電気接触層１６０が堆積される。説明のため、層１６０
はカソード層である。
【００３０】
　カソード層は、線としてまたは薄膜として堆積することができる。カソードは、アノー
ドよりも低い仕事関数を有するあらゆる金属または非金属であってよい。カソードの代表
的材料としては、アルカリ金属、特にリチウム、２族（アルカリ土類）金属、１２族金属
、たとえば希土類元素およびランタニド、ならびにアクチニドを挙げることができる。ア
ルミニウム、インジウム、カルシウム、バリウム、サマリウム、およびマグネシウム、な
らびにそれらの組み合わせなどの材料を使用することができる。系の動作電圧を下げるた
めに、ＬｉＦおよびＬｉ2ＯなどのＬｉ含有化合物およびその他の化合物を、有機層とカ
ソード層との間に堆積することもできる。
【００３１】
　電子輸送層１４０または電子注入層１５０は、場合によりカソードに隣接して配置され
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、カソードは「電子注入接触層」と呼ばれることもある。
【００３２】
　水および酸素などの望ましくない成分がデバイス１００内に入るのを防止するために、
接触層１６０の上に封入層１７０が堆積される。このような成分は、有機層１３０に対し
て悪影響を及ぼすことがある。一実施形態においては、封入層１７０は、障壁層またはフ
ィルムである。
【００３３】
　図示していないが、デバイス１００は追加の層を含むことができることを理解されたい
。たとえば、層の正電荷輸送および／またはバンドギャップの整合性を促進するため、ま
たは保護層として機能させるために、アノード１１０とホール輸送層１２０との間に層（
図示せず）が存在してもよい。当技術分野またはその他の分野で知られている他の層を使
用することもできる。さらに、上述のいずれかの層は、２つ以上の副層を含むことができ
るし、層状構造を形成することもできる。あるいは、アノード層１１０ホール輸送層１２
０、電子輸送層１４０および１５０、カソード層１６０、ならびにその他の層の一部また
はすべて、電荷キャリア輸送効率またはデバイスの他の物理的性質を改善するための処理
、特に表面処理を行うことができる。それぞれの構成要素層の材料の選択は、好ましくは
、デバイスの稼働寿命を考慮した高いデバイス効率、製造時間、および複雑な要因、なら
びに当業者によって認識されているその他の重要事項を有するデバイスを提供するための
複数の目標のバランスを取るように決定される。最適な構成要素、構成要素の構成、およ
び組成の決定は、当業者の日常業務であることを理解されたい。
【００３４】
　一実施形態においては、本発明の種々の層は、以下の範囲の厚さを有する：アノード１
１０、５００－５０００Å、一実施形態においては１０００～２０００Å；ホール輸送層
１２０、５０～２０００Å、一実施形態においては２００～１０００Å；光活性層１３０
、１０～２０００Å、一実施形態においては１００～１０００Å；層１４０および１５０
、５０～２０００Å、一実施形態においては１００～１０００Å；カソード１６０、２０
０～１００００Å、一実施形態においては３００～５０００Å。デバイス中の電子－ホー
ル再結合領域の位置、したがってデバイスの発光スペクトルは、各層の相対厚さの影響を
受けることがある。たとえば、電子－ホール再結合ゾーンが発光層中に存在するように、
電子輸送層の厚さを選択すべきである。層の厚さの望ましい比は、使用される材料の厳密
な性質に依存する。
【００３５】
　動作中、適切な電源（図示せず）からの電圧がデバイス１００に印加される。それによ
って、デバイス１００の層に電流が流れる。電子が有機ポリマー層に入り、フォトンを放
出する。アクティブマトリックスＯＬＥＤディスプレイと呼ばれる一部のＯＬＥＤでは、
光活性有機フィルムの個別の堆積物が、電流の流れによって独立して励起し、それによっ
て個別のピクセルが発光することができる。パッシブマトリックスＯＬＥＤディスプレイ
と呼ばれる一部のＯＬＥＤでは、光活性有機フィルムの堆積物は、電気接触層の行および
列によって励起させることができる。
【００３６】
　デバイスは、種々の技術を使用して作製することができる。このようなものとしては、
非限定的な例として、気相堆積技術および液相堆積が挙げられる。デバイスは、後に組み
合わせることでデバイスを形成することが可能な分離した複数の製品に組み立てることも
できる。
【００３７】
　１つまたは複数のいずれかの実施形態のその他の特徴および利点は、以下の詳細な説明
、および特許請求の範囲から明らかとなるであろう。以下に記載する実施形態の詳細を扱
う前に、一部の用語の定義または明確化を行う。
【００３８】
　　（定義）
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　用語「閉じ込め構造」は、基体の上にある、または基体を含む構造であって、基体の内
部または基体の上にある物体、領域、またはそれらのあらゆる組み合わせが、基体の内部
または基体の上にある異なる物体または異なる領域と接触しないよう分離する重要な機能
を果たす構造を意味することを意図している。
【００３９】
　用語「固有」は、後の処理によって得られるものではない性質を意味する。層の固有の
表面エネルギーの場合、これは、堆積および（実施するのであれば）硬化後、引き続く処
理は行わない層の表面エネルギーを意味する。たとえば、フッ素化によって得られた表面
エネルギーを有する層は、もはや、本明細書において使用される「固有の」表面エネルギ
ーを有さない。
【００４０】
　用語「区域」は、層またはデバイスの上のある物理的領域を意味することを意図してい
る。
【００４１】
　用語「基体」は、剛性または可撓性のいずれであってもよく、１つまたは複数の材料の
１つまたは複数の層を含むことができる工作物を意味することを意図しており、このよう
な材料としては、ガラス、ポリマー、金属、またはセラミック材料、あるいはそれらの組
み合わせを挙げることができるが、これらに限定されるものではない。
【００４２】
　用語「層」は用語「フィルム」と交換可能に使用され、希望する領域を覆うコーティン
グを意味する。この領域は、デバイス全体または実際の画像表示などの特定の機能性領域
までの大きさであってもよいし、あるいは１つのサブピクセルの小ささであってもよい。
フィルムは、気相堆積および液相堆積などのあらゆる従来の堆積技術によって形成するこ
とができる。液相堆積技術としては、スピンコーティング、グラビアコーティング、カー
テンコーティング、浸漬コーティング、スロットダイコーティング、スプレーコーティン
グ、および連続ノズルコーティングなどの連続堆積技術；ならびにインクジェット印刷、
グラビア印刷、およびスクリーン印刷などの不連続堆積技術が挙げられるが、これらに限
定されるものではない。
【００４３】
　用語「有機電子デバイス」は、１つまたは複数の半導体の層または材料を含むデバイス
を意味することを意図している。有機電子デバイスとしては、：（１）電気エネルギーを
放射線に変換するデバイス（たとえば、発光ダイオード、発光ダイオードディスプレイ、
ダイオードレーザー、または照明パネル）、（２）電子的過程を介して信号を検出するデ
バイス（たとえば、光検出器　光伝導セル、フォトレジスタ、フォトスイッチ、フォトト
ランジスタ、光電管、赤外線（「ＩＲ」）検出器、またはバイオセンサー）、（３）放射
線を電気エネルギーに変換するデバイス（たとえば、光起電性デバイスまたは太陽電池）
、あるいは（４）１つまたは複数の有機半導体層（たとえば、トランジスタまたはダイオ
ード）を含む１つまたは複数の電子部品を含むデバイスが挙げられるが、これらに限定さ
れるものではない。デバイスという用語は、記憶デバイス、帯電防止フィルム、バイオセ
ンサー、エレクトロクロミックデバイス、固体電解コンデンサ、充電式電池などのエネル
ギー蓄積デバイス、および電磁遮蔽用途のためのコーティング材料も含んでいる。
【００４４】
　本明細書において使用される場合、用語「含んでなる」（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）、「含
んでなること」（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）、「含む」（ｉｎｃｌｕｄｅｓ）、「含むこと
」（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）、「有する」（ｈａｓ）、「有すること」（ｈａｖｉｎｇ）、
またはそれらの他のあらゆる変形は、非排他的な包含を扱うことを意図している。たとえ
ば、ある一連の要素を含むプロセス、方法、物品、または装置は、それらの要素にのみに
必ずしも限定されるわけではなく、そのようなプロセス、方法、物品、または装置に関し
て明示されず固有のものでもない他の要素を含むことができる。さらに、反対の意味で明
記されない限り、「または」（ｏｒ）は、包含的な「または」（ｏｒ）を意味するのであ
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って、排他的な「または」（ｏｒ）を意味するのではない。たとえば、条件ＡまたはＢが
満たされるのは、Ａが真であり（または存在する）Ｂが偽である（または存在しない）、
Ａが偽であり（または存在しない）Ｂが真である（または存在する）、およびＡおよびＢ
の両方が真である（または存在する）のいずれか１つによってである。
【００４５】
　また、「ａ」または「ａｎ」の使用は、本発明の要素および成分を記述するために使用
される。これは、単に便宜上のものであり、本発明の一般的意味を示すために使用される
。この記述は、１つまたは少なくとも１つを含むものと読むべきであり、特に明記しない
限り単数形は、複数形も包含するものとする。
【００４６】
　特に定義しない限り、本明細書において使用されるすべての技術的および科学的な用語
は、本発明が属する当業者によって一般に理解されているものと同じ意味を有する。本明
細書に記載されているものと類似または同等の方法および材料を使用して、本発明の実施
形態の実施または試験が可能であるが、好適な方法および材料については以下に説明する
。本明細書において言及されるあらゆる刊行物、特許出願、特許、およびその他の参考文
献は、特に明記しない限り、それらの記載内容全体が参照により援用される。抵触の場合
には、定義を含めた本明細書が調整される。さらに、本発明の材料、方法、および実施例
は単に説明的なものであって、限定を意味するものではない。
【００４７】
　本明細書に記載されていない程度の、具体的な材料、処理行為、および回路に関する多
くの詳細は従来通りであり、それらについては、有機発光ダイオードディスプレイ、光検
出器、光電池、および半導体要素の技術分野の教科書およびその他の情報源中に見ること
ができる。
【実施例】
【００４８】
　本明細書に記載される概念を以下の実施例でより詳細に説明するが、これらの実施例は
、特許請求の範囲に記載される本発明の範囲を限定するものではない。
【００４９】
　　（実施例１）
　インジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）をコーティングしたガラス基体は、ある固有の表面エ
ネルギー（Ｅ１）を有する。フォトレジスト／添加剤配合物の第１の層を基体の上に堆積
（すなわち、コーティング、露光、現像、焼き付け、および硬化）して、表面エネルギー
（Ｅ２）を有する第１の区域を形成する。フォトレジスト／添加剤配合物を含む第２の層
を第１の層の上に堆積（すなわち、コーティング、露光、現像、焼き付け、および硬化）
して、異なる表面エネルギー（Ｅ３）を有する第２の区域を形成する。基体、ならびに第
１および第２の層は、液体を収容するための閉じ込め構造を画定し、この場合Ｅ２はＥ３
とは異なる。Ｅ２は、Ｅ３よりも大きい表面エネルギーを有するように選択される。
【００５０】
　　（実施例２）
　インジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）をコーティングしたガラス基体は、ある固有の表面エ
ネルギー（Ｅ１）を有する。フォトレジスト／添加剤配合物の第１の層を基体の上に堆積
（すなわち、レジストコーティング）して、表面エネルギー（Ｅ２）を有する第１の区域
を形成する。フォトレジスト／添加剤配合物を含む第２の層を第１の層の上に堆積（すな
わち、レジストコーティング）して、異なる表面エネルギー（Ｅ３）を有する第２の区域
を形成する。基体、ならびに第１および第２の層は、液体を収容するための閉じ込め構造
を画定し、この場合Ｅ２はＥ３とは異なる。
【００５１】
　次に、構造全体を露光し、現像し、焼き付けして、硬化させる。実施例１と比較すると
、この方法は、１つのマスキングステップをなくすことで効率化されている。一般的説明
または実施例において前述したすべての行為が必要となるわけではなく、特定の行為の一
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部は不要である場合もあり、前述の行為に加えて１つまたは複数のさらなる行為を実施で
きることに留意されたい。さらに、列挙した行為の順序は、それらが実施される順序を必
ずしも表すものではない
【００５２】
　以上の本明細書において、特定の実施形態を参照しながら本発明の概念を説明してきた
。しかし、当業者には理解できるように、特許請求の範囲に記載される本発明の範囲から
逸脱しない種々の修正および変形を行うことができる。したがって、本明細書および図面
は、限定的ではなく説明的な意義があると見なすべきであり、このようなすべての修正が
、本発明の範囲内に含まれることを意図している。
【００５３】
　特定の実施形態に関して、利益、その他の利点、および問題に対する解決法を以上に記
載してきた。しかし、これらの利益、利点、問題の解決法、ならびに、なんらかの利益、
利点、または解決法を発生させたり、より顕著となったりすることがある、あらゆる特徴
が、特許請求の範囲のいずれかまたはすべての重要、必要、または本質的な特徴として構
成されるものではない。
【００５４】
　明確にするために、別々の実施形態の状況において、本明細書に記載されている特定の
複数の特徴は、１つの実施形態の中で組み合わせても提供できることを理解されたい。逆
に、簡潔にするため１つの実施形態の状況において説明した種々の特徴も、別々に提供し
たり、あらゆる副次的な組み合わせで提供したりすることができる。さらに、ある範囲に
おいて記載される値への言及は、その範囲内にあるすべての値を含んでいる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の一実施形態による閉じ込め構造の断面の概略図である。
【図２】本発明の別の実施形態による閉じ込め構造の断面の概略図である。
【図３】有機電子デバイスの概略図である。
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